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是
の
年
譜
は
、
別
項
所
載
の
如
く
、
内
巌
博
士
が
其
の
墓
表
な
撰
せ
ら
る
A

に
常
vJ
、
資
料
を
提
供
せ
よ
ご
命
ゼ
ら
る
と
儘
に
．
不
文
を
顧
み
す
、
濫
に
其
の
遺

著
及
び
追
悼
録
な
．
9

：
か
逹
狐
し
て
作
製
ざ
る
も
の
な
り
、
固
よ
り
遣
漏
の
虞
少
か
ら
す
、
且
つ
其
の
言
行
及
ぴ
著
述
の
如
き
多
く
此
に
記
さ
す
、
他

H
更
に
補
正

せ
ん
さ
欲
す
、
閲
者
の
示
放
な
得
ぱ
幸
甚
、
鈴
雄
謹
識

先
生
氏
は
西
村
、
名
は
時
彦
、
字
は
子
俊
、
天
囚
マ
J

琥
す
、
晩
年
＇

改
め
て
碩
園
ご
琥
す
、
書
室
に
名
け
て
草
不
除
軒
、
讀
騒
旗

（
楚
僻
百
種
を
集
む
る
よ
り
名
く
）
小
天
地
閣
（
先
賢
未
刻
書

を
集
め
其
の
叢
書
を
作
り
し
よ
b
名
く
）
マ
J

日
ふ
、
大
隅
種
子

島
の
人
な
り
、
其
の
先
は
平
行
盛
よ
り
出
づ
、
行
盛
の
子
信

基
マ
J

い
ふ
、
鎌
倉
の
初
め
南
海
十
二
島
を
領
し
＂
世
々
種
子

島
を
治
め
し
が
、
其
孫
信
興
六
子
あ
り
、
季
子
信
時
こ
い
ふ
、

始
め
て
西
村
姓
を
賜
ひ
、
島
の
西
村
小
浦
に
居
る
、
因
て
氏
ご

す
、
是
れ
其
の
始
祗
な
り
、
子
孫
世
々
宗
家
に
臣
事
す
、
九
世

を
時
貫
ご
日
ふ
、
織
部
マ
J

稲
す
、
是
れ
始
め
て
鐵
砲
セ
我
が
邦

に
博
末
せ
し
人
な
b
、
十
入
世
に
し
て
嗣
絶
つ
、
邑
主
動
閥
を

追
念
し
、
族
子
に
命
じ
て
嗣
を
承
が
し
む
、
是
を
時
貰
ご
な
す

涼
風
マ
J

琥
す
、
質
に
先
生
の
曾
胤
父
な
り
、
配
は
上
妻
氏
、
胤

父
名
は
時
之
ぶ
伽
五
左
衛
門
マ
J

稲
す
、
配
は
鮫
島
氏
な
り
、
父

名
は
時
樹
、
字
は
子
所
；
大
塊
ご
琥
し
、
城
之
助
マ
J

稲
す
、
天
保

十
二
年
十
二
月
を
以
て
生
る
、
夙
に
江
戸
に
上
り
、
業
を
益

谷
宕
陰
に
受
け
、
文
を
童
野
成
齋
に
問
ひ
、
郷
儒
前
田
豊
山
畜

美
坐
三
山
、
平
山
椒
垣
等
王
父
を
結
ぶ
、
詩
書
易
春
秋
筆
記
七

冊
、
鈴
林
一
隅
‘
邊
防
管
見
歿
閥
各
一
冊
イ
王
著
は
す
（
是
等
の
―

書
先
生
大
學
に
在
る
時
火
に
這
ひ
蕩
壺
す
こ
云
ふ
）
慶
應
三

年
丁
卯
七
月
几
H
歿
す
、
年
二
十
七
歳
な
り
、
屈
名
は
淡
子
｀

儒
者
平
山
偵
一
郎
ゑ
名
は
武
惟
、
字
は
惟
伯
、
西
海
マ
J

琥
す
）
の

長
女
に
し
て
、
平
山
寛
戴
名
は
武
粛
、
字
は
子
容
、
椒
垣
ご
琥

す
）
の
妹
な
り
、
天
保
十
一
年
入
月
二
十
一
―
-
H
生
る
、
明
治
五

年
以
前
入
藉
、
二
子
を
生
む
、
長
は
即
ち
先
生
、
次
は
時
輔
な

b
‘
尚
養
女
あ
り
（
賓
は
浅
子
刀
自
の
弟
高
綺
氏
の
女
）
後
弓

吉

碩

園

西

村

先

生

年

譜

田
九
五

鋭

雄



同同 同

嘉
臼
先
生
年
六
歳

四
年
狂
先
生
年
七
歳

五
年
蛭
先
生
年
入
歳

削
田
秋
江
に
適
く
、

慶
應
元
年
認
先
生
年
一
歳

七
月
二
十
一
―
-
H
、
鹿
兒
島
縣
熊
毛
郡
北
種
子
村
西
之
表
七

五
入
六
番
地
に
生
る
、

同
二
年
知
先
生
年
二
歳

同
一
―
―
品
先
生
年
羞

七
月
九
H
、
父
時
樹
熱
病
に
罹
り
て
歿
す
、
享
年
二
十
七

歳
、
低
淡
子
刀
自
時
に
二
十
八
歳
な
り
、
十
月
先
生
の
弟
時

輔
（
字
は
循
夫
）
生
る
、

明
治
元
年
虹
先
生
年
四
歳

同
二
年
叫
先
生
年
五
歳

郷
儒
前
田
隈
山
（
名
は
宗
成
、
字
は
子
章
．
譲
臓
こ
稲
す
．

業
を
薩
滸
儒
宮
内
維
消
に
學
ぷ
、
先
生
の
生
母
浅
子
刀
自

の
様
兄
の
子
な
b
)
に
師
事
し
て
漢
學
を
受
く
、
神
童
の
稲

あ
り
、

六
年
麟
先
生
年
九
歳

七
年
虹
先
生
年
＋
歳

入
年
に
先
生
年
十
一
歳

九
年
預
先
生
年
十
二
歳

種
子
島
學
校
（
中
學
程
度
）
に
入
る
、
詩
文
を
能
く
す
る

セ
以
て
縣
令
よ
b
褒

奨

ャ

受

く

、

．

同
十
年
町
先
生
年
十
三
歳

同
十
一
年
紐
先
生
年
十
四
歳

同
十
二
年
紐
先
生
年
十
五
歳

同
十
三
年
紐
先
生
年
十
六
歳

四
月
笈
を
負
ひ
東
京
に
赴
き
、
父
執
重
野
成
齋
先
生
に
謁

し
、
其
の
家
に
寄
寓
す
、
成
齋
命
じ
て
島
田
箪
郁
の
双
桂

．
精
含
に
入
學
せ
し
む
、

同
十
四
年
臼
先
生
年
十
七
歳

同
十
五
年
紐
先
生
年
十
八
歳

同
十
六
年
叙
先
生
年
十
九
歳

東
京
大
學
古
典
講
習
科
漢
學
課
に
官
費
生
マ
J
•し
て
入
學
し
、

校
内
寄
宿
寮
に
在
b
、
同
窓
岡
田
君
格
、
名
取
士
毅
、
林
浩

同 同 同 固

九
六



卿
、
瀧
川
士
信
等
と
親
み
善
し
、
後
森
川
町
に
下
宿
す
‘
-
H

火
災
に
遭
ひ
、
先
考
の
遺
稿
厄
に
罹
る
、
因
て
同
窓
瀧
川
士

信
（
名
は
編
太
郎
、
君
山
ご
琥
す
）
ざ
共
に
蓬
莱
町
に
住
す
、

七
月
長
井
吉
篠
こ
共
に
部
青
門
文
抄
を
編
す
、
(
+
月
廿
一

日
印
行
）
是
れ
蓋
し
先
生
編
著
の
始
め
な
b
、
ま
た
大
成
館

の
嘱
に
よ
b
十
八
史
略
補
註
を
著
は
す
、
稿
其
の
第
三
巻

に
及
び
て
止
む
、

同
十
七
年
峠
先
生
年
二
十
歳

大
學
入
學
後
、
重
野
成
齋
主
盟
の
腿
澤
祉
、
及
愴
浪
祉
の
文

會
に
出
で
文
を
作
b
、
重
野
成
齋
、
小
牧
櫻
泉
、
中
村
敬
字
，

三
島
中
洲
、
島
田
箪
郁
等
の
批
正
を
受
く
、

秋
、
根
末
天
行
、
重
野
湛
夫
ご
共
に
東
海
道
を
罷
て
京
揖
の

間
に
滸
び
、
轄
じ
て
北
陸
に
入
b
、
加
の
白
山
に
登
り
、
越

中
富
山
に
同
學
岡
田
君
格
を
訪
ひ
、
滝
留
敷
日
の
後
蹄
る

「
細
雲
歿
影
稿
」
セ
作
る
，

重
野
成
齋
の
口
演
に
係
る
「
赤
穂
義
士
寅
話
」
を
編
す
．

同
十
入
年
瞑
先
生
二
十
一
歳

大
學
に
在
b
,

九
七

同
十
九
年
紐
先
生
年
二
十
二
歳

大
學
古
典
科
官
費
生
の
磨
止
に
よ

b
、
資
な
き
た
め
出
で

4
再
び
駿
河
憂
袋
町
な
る
電
野
成
齋
の
家
に
寄
寓
す
、

十
七
年
よ
り
是
歳
に
至
る
作
文
二
十
一
篇
あ
り
、
晩
年
自

ら
編
せ
る
碩
園
文
稿
巻
一
に
牧
む
、
自
ら
言
ふ
．
十
九
年

二
十
年
年
間
文
稿
散
侠
す
y
J
ヽ

同
二
十
年
虹
先
生
年
二
十
三
歳

東
京
大
學
古
典
科
を
退
學
し
、
爾
後
著
述
に
従
事
す
、
日
本

橋
蠣
殻
町
三
丁
目
十
一
番
地
に
寄
寓
し
、
後
紳
田
猿
業
町

二
丁
目
九
番
地
に
轄
す
．
弟
時
輔
、
従
弟
平
山
武
焚
Y
J

同
居

す．三
月
「
屑
屋
の
籠
」
前
篇
を
作
る
．
（
五
月
原
田
博
文
堂
印

行
）
九
月
其
の
後
篇
を
作
る
、
（
二
十
一
年
五
月
印
行
）
ま

た
「
活
憫
牒
」
を
作
る
、
（
誠
之
堂
印
行
）
野
田
藤
吉
郎
（
後
改

姓
長
森
）
繹
す
る
所
「
莱
雄
の
肝
腑
」
、
東
海
散
士
の
「
佳
人

の
奇
遇
」
七
；
八
巻
、
及
び
i

東
洋
佳
人
」
を
批
評
潤
色
す
．

ま
た
國
民
の
友
載
す
る
所
「
端
歌
秋
の
夜
」
を
批
評
す
、
是

ょ
b
先
生
の
文
名
漸
く
世
間
に
聞
ゆ
、



二
十
一
年
鑓
先
生
年
二
十
四
歳

四
月
ぶ
苔
蕊
世
界
」
を
作
る
．
（
同
月
有
文
堂
印
行
）
、
「
数
師

の
友
」
祉
よ
り
「
奥
莉
山
水
L

を
列
行
す
、

九
月
六
H
、
洋
薔
家
山
内
愚
倦
マ
J

同
じ
く
、
東
京
上
野
を
悛

し
、
中
山
逍
を
滸
歴
す
、
「
雲
の
行
方
」
（
載
せ
て
数
育
報
知

紙
上
に
在
り
）
及
び
「
木
曾
滸
草
」
（
詩
）
を
作
る
、
後
名
古
屋

に
入

b
駐
杖
十
日
、
京
都
に
入
b
柊
屋
に
寓
居
す
、
是
れ

闊
西
移
住
の
始
め
な
り
、

十
二
月
「
襲
評
閏
怨
」
を
作
る
、
(
+
二
月
書
陣
東
雲
堂
印
行

す
）
、
同
月
「
居
酒
届
の
娘
」
を
印
行
す
、

同
二
十
二
年
虹
先
生
年
二
十
五
歳

二
月
先
生
京
都
滋
賀
の
間
に
在
り
、
滋
賀
縣
の
「
さ
A

な

み
」
新
聞
祉
に
入
る
、

六
月
十
四
H
大
阪
公
論
祉
に
入
り
、
労
ら
「
新
世
界
」
に
干

典
す
、
（
齋
藤
蓮
臓
経
螢
）
、
中
寺
町
顕
孝
途
に
仮
寓
し
、
後

南
賑
北
桃
谷
二
九
九
番
昼
敷
に
移
る
、
弟
時
輔
、
山
内
愚
倦

同
居
す
、
渡
邊
雀
亭
（
名
は
勝
、
字
士
郎
、
尾
張
人
）
本
吉
欠

伸
（
名
は
乙
槌
、
字
は
子
文
、
豊
前
人
）
マ
J

交
を
結
び
、
同
人

同

集
「
桃
谷
小
説
」
を
刊
行
す
、
営
時
三
人
倶
に
桃
谷
に
住
す

る
を
以
て
、
瓶
に
蜀
漢
一
二
傑
の
桃
園
に
比
す
マ
J

云
ふ
、

六
月
，
大
阪
朝
日
新
聞
祉
に
轄
す
、
初
は
文
藝
を
愴
霜
し

後
論
説
を
撥
営
す
．

九
月
、
小
説
「
小
夜
物
語
」
、
一
双
鴛
悲
」
を
作
b
、
「
小
説
無

盛

蔵

」

に

載

す

、

、

十
一
月
、
陸
海
軍
大
演
習
賜
宴
を
名
古
屋
行
宮
に
行
は
せ

ら
る
A
時
、
先
生
開
西
各
新
聞
継
代
マ
J

し
て
宴
に
陪
し
｀

歩
廊
に
列
立
し
て
、
明
治
天
皇
じ
謁
す
、

同
二
十
一
一
一
年
麟
先
生
年
二
十
六
歳

同
二
十
四
年
臼
先
生
年
二
十
七
歳

四
月
以
降
畜
長
野
圭
園
、
本
吉
欠
伸
．
渡
邊
殴
亭
等
マ
J

共
に

同
人
集
「
浪
鉗
漑
」
を
列
行
し
、
「
天
目
山
」
（
第
一
冊
に
牧

む
）
鬼
武
蔵
（
第
二
冊
に
牧
む
）
烈
婦
ぉ
六
偲
（
第
一
二
冊
に
牧

む
）
獨
言
（
第
五
冊
に
牧
む
）
老
姐
物
語
（
第
六
冊
附
鎌
）
血

刀
の
記
（
第
七
冊
に
牧
む
）
文
字
香
（
第
九
冊
に
牧
む
）
の
小

説
各
篇
セ
作
る
．

八
月
｀
「
維
新
数
傑
談
」
を
作
り
之
を
印
行
す
、
同
月
厳
島

九
入



に
滸
ぶ
、

十
二
月
、
小
説
「
薩
厳
嵐
」
を
作
b
之
を
印
行
す
、

是
歳
前
後
作
る
所
の
小
説
。
御
身
代
、
酔
奴
偲
、
古
英
雄
"

山
分
衣
、
金
陵
勝
概
、
狂
人
、
式
人
逍
中
．
天
縁
、
無
鏃
箭
、

柚
法
師
｀
浮
浪
人
、
義
人
諏
｀
女
文
王
、
乞
巧
兒
、
博
突
、

怪
男
兒
．
老
女
村
岡
、
深
宋
等
あ
り
、
其
の
著
作
年
月
詳

か
な
ら
す
、

同

廿

五

年

鮮

先

生

二

十

入

歳

・

`

一
月
一
日
、
先
生
作
る
所
の
「
脚
本
天
目
山
」
浪
花
座
に
上

演
せ
ら
る
、
其
後
「
老
女
村
岡
」
も
上
演
せ
ら
る
、

二
月
、
小
説
「
平
家
物
語
拾
遺
島
内
裏
の
巻
」
を
作
り
、
桃

谷
小
説
に
載
す
、
同
月
随
筆
「
桃
山
の
記
」
「
観
楓
の
檄
」

「
初
昔
」
を
作
り
、
桃
谷
小
説
に
載
す
｀
十
月
7

小
夜
物
語
」

を
箪
行
本
こ
し
て
印
行
す
、

五
月
一
1-H
、
配
三
原
た
か
子
夫
人
歿
す
、
（
夫
人
蹄
嫁
の
年

月
未
詳
）

八
月
金
剛
山
に
上
る
"

十
二
月
先
配
た
か
子
の
姪
女
三
原
幸
子
を
要
る
、

二
十
六
年
諷
先
生
年
二
十
九
歳

同

九
九

桃
谷
よ
・
西
成
郡
曾
根
崎
村
二
4

9

1

0

番
屋
敷
に
移
居
す

四
月
、
朝
鮮
を
経
て
西
伯
利
亜
地
方
を
視
察
し
、
浦
汐
斯

緒
に
一
鵬
島
中
佐
を
迎
ふ
、

七
月
、
営
根
に
滸
び
コ
鵬
島
中
佐
箪
騎
遠
征
鎌
」
を
作
る
、

（
翌
二
十
七
年
六
月
出
版
）

同
二
十
七
年
臼
先
生
年
三
十
歳

朝
鮮
に
東
學
黛
の
起
る
や
，
六
月
露
領
よ
り
靱
鮮
京
城
に

入
り
、
後
．
牙
山
及
び
平
壊
の
戦
に
従
軍
記
者
た

b
、
「
入
韓

録
」
を
朝
日
新
聞
に
連
載
す
．

十
一
月
十
四
H
、
外
胤
母
平
山
優
子
郷
里
に
歿
す
、

十
二
月
一
―
-
H
弟
時
輔
朝
鮮
京
城
に
客
死
す
畜
時
に
年
二
十

入、

同
二
十
入
年
豆
先
生
年
一
二
十
一
歳

-

1

一
月
、
郷
に
蹄
る
、
母
氏
を
迎
へ
ん
が
篤
な
り
、

十
月
、
奈
良
の
醤
蹟
を
探
る
、

十
二
月
一
―
-
H
、
弟
時
輔
の
「
甲
午
朝
鮮
陣
」
一
巻
を
編
し
て

之
セ
印
行
し
、
其
の
序
を
作
る
、

同
二
十
九
年
卵
先
生
年
三
十
二
歳



四
月
十
二
8
、
低
氏
を
奉
じ
、
内
子
ャ
携
へ
て
芳
野
山
に

滸
ぶ
、
芳
山
記
滸
十
絶
を
賦
す
、
同
月
大
和
に
天
誅
維
の

遺
蹟
を
弔
ひ
、
延
に
伏
見
嵯
峨
に
滸
ぷ
、

九
月
、
南
河
内
の
祉
寺
を
巡
賽
す
、

東
京
朝
H
新
聞
主
筆
マ
J

な
る
、

公
笥
松
方
正
義
に
随
ひ
、
九
州
を
歴
滸
す
、

冬
、
徴
恙
あ
り
、
内
子
を
携
へ
て
大
磯
に
療
養
す
畜

同
一
二
十
年
町
先
生
年
一
二
十
三
歳

十
二
月
参
謀
本
部
の
内
命
を
帯
び
て
、
消
國
武
昌
及
び
漢

口
に
至
り
、
湖
廣
線
督
張
之
洞
に
面
會
し
て
説
く
所
あ
り
、

「
懸
張
制
軍
論
時
事
書
L
及
び
「
聯
交
私
議
」
を
作
る
、
ま
た

「
天
囚
滸
草
」
（
詩
）
を
作
る
’

同
一
二
十
一
年
紐
先
生
年
一
二
十
四
歳

四
月
、
洞
國
よ
b
蹄
朝
す
、
「
江
漢
遡
洞
鎌
」
を
作
る
、

十
一
月
疾
あ
り
、
二
十
五
H
南
紀
有
田
に
療
養
し
、
南
滸

十
律
を
賦
す
、

重
野
成
齊
先
生
七
十
壽
序
（
賓
は
七
十
二
）
を
作
る
、

同
一
二
十
二
年
虹
先
生
年
一
二
十
五
歳

四
月
、
前
田
豊
山
（
時
に
年
六
十
九
）
の
隠
所
「
櫻
雲
深
虞

記
」
を
作
る
、

五
月
、
「
南
島
偉
行
博
」
一
冊
を
著
は
す
（
六
月
印
行
）

夏
、
利
前
の
谷
地
に
再
滸
し
、
（
前
滸
十
一
年
前
に
在
b
)
最

上
川
を
下
る
、
其
の
地
、
棋
月
澗
の
為
め
に
「
不
老
亭
記
」
鈴

木
子
裕
の
為
に
「
弓
軒
記
」
を
作
る
曹

海
江
田
子
爵
に
代
り
「
忠
僕
璽
助
碑
陰
記
」
を
作
る
、

「
紀
行
入
種
」
を
印
行
す
，

冬
．
大
阪
朝
H
新
聞
祉
よ

b
洞
國
に
派
遣
せ
ら
れ
、
南
京

上
海
間
に
留
る
こ
ご
二
年
有
餘
、

同
一
二
十
＿
二
年
預
先
生
年
三
十
六
歳

是
歳
入
月
南
京
よ
り
上
海
に
到
り
留
る
．
「
渥
上
小
詩
」
を

作
る
．
中
秋
前
ー
―
-
H
杭
州
に
滸
び
、
ー
1

月
色
潮
磐
小
草
」
の
作

あ
り
、
ま
た
「
典
劉
宮
條
論
圃
匪
書
迄
J

作
る
．

同
一
二
十
四
年
輝
先
生
年
＿
二
十
七
歳

二
月
、
「
賢
母
遺
賢
碑
」
を
作
る
．

同
一
二
十
五
年
虹
先
生
年
三
十
八
歳

四
月
、
支
那
よ

b
節
る
．
家
を
携
へ
て
櫻
島
温
泉
に
滸
す

1
0
0
 



是
よ
b
先
生
の
性
格
一
襲
す
マ
J

云
ふ
、

北
脳
松
枝
町
ニ
―
1

1

一
番
地
に
移
居
す
、

同
一
二
十
六
年
繹
先
生
年
一
1

一
十
九
歳

同
一
二
十
七
年
馴
先
生
年
四
十
歳

同
一
一
平
｀
八
年
〗
先
生
年
四
十
一
歳

同
一
二
十
九
年
知
先
生
年
四
十
二
歳

十
月
．
磁
野
秋
渚
<
J

共
に
「
今
古
歌
話
」
一
怨
を
編
し
て
朝

H
新
聞
に
連
載
す
、
（
後
其
の
祉
よ
り
之
を
印
行
す
）
＇

同
四
十
年
紅
先
生
年
四
十
三
歳

夏
三
た
び
消
國
に
滸
び
、
滴
洲
奉
天
城
に
重
野
成
齋
の
欧

洲
よ
り
蹄
る
を
迎
へ
、
後
北
京
に
入
り
、
漠
口
、
武
昌
，
上
海

を
経
て
師
る
、

同

四

十

一

年

雌

先

生

年

四

十

四

歳

[

二
月
十
五
H
、
大
阪
朝
H
新
聞
登
載
の
両
芸
彩
あ
る
學
者
」

（
四
十
五
回
）
「
編
門
の
三
女
傑
」
（
九
回
）
「
亀
門
竺
一
廣
」

（
四
十
七
回
）
の
一
1

一
編
を
脱
稿
す
、

五
月
廿
二
H
、
同
新
聞
所
載
の
「
皆
川
洪
園
」
を
脱
稿
す
、

同
廿
四
H‘

肥
蔭
の
滸
に
上
り
、
途
郷
里
に
蹄
る
、

1
0
 

六
月
十
五
H‘

桂
奄
椰
師
四
百
年
忌
辰
に
私
祭
を
修
し
．

「
桂
影
詩
巻
」
を
輯
し
て
一
怨
ご
し
，
其
序
を
作
る
、

六
月
「
別
府
温
泉
誌
序
」
を
作
る
、
▼
▲
’

夏
高
野
山
に
上
り
、
「
野
山
一
1

一
夜
」
の
紀
行
文
セ
作
る
、

七
月
祉
友
ご
共
に
枚
方
ク
ラ
＾
ン
カ
船
の
滸
を
な
す
、

同
四
十
二
年
皿
先
生
年
四
十
五
歳

今
井
貰
一
等
ご
共
に
大
阪
人
文
會
を
創
立
す
、

七
月
、
「
8
本
宋
學
史
」
を
著
は
し
~
九
月
之
を
印
行
す
、

十
月
十
五
H
よ
り
十
二
月
十
H
ま
で
「
尾
張
敬
公
」
を
朝
H

新
聞
に
連
載
す
、
（
翌
年
一
―

-H間
行
）

廿
一
年
よ
h
是
歳
に
至
る
二
十
一
年
間
作
る
所
の
文
二
十

七
打
を
牧
め
て
、
碩
園
文
稿
巻
―
―
ご
す
、
中
に
「
淀
川
改
修

紀
功
碑
」
防
「
豊
田
隆
吉
墓
涵
銘
」
あ
り
、

同
四
十
三
年
虹
先
生
年
四
十
六
歳

一
月
十
九
H
、
大
阪
府
立
闘
書
館
に
於
て
「
五
井
蘭
洲
博
」

を
講
演
す
、
是
れ
懐
徳
堂
師
儒
諾
先
生
公
祭
を
行
ふ
端
緒

な
り
、

春
欧
米
各
國
を
視
察
し
、
七
月
蹄
朝
す
、



十
月
「
學
界
の
偉
人
」
を
著
は
す
（
翌
年
一
月
印
行
す
）

十
月
豊
後
日
名
子
柚
軒
の
為
に
「
大
化
帖
版
し
上
野
有
竹
の

為
に
「
喜
壽
歓
梨
序
」
・
一
戸
中
府
に
代
り
「
龍
駕
駐
蹄
記
念

碑
」
を
作
る
、

同
四
十
四
年
虹
先
生
年
四
十
七
歳

二
月
籾
山
衣
洲
等
品
〈
に
最
祉
文
會
を
設
く
、
同
人
皆
菅

廟
の
側
に
在
る
を
以
て
、
最
賢
の
意
を
寓
し
，
毎
月
廿
五

H
を
以
て
期
こ
な
し
、
翰
次
同
人
宅
に
會
集
す
．

同
月
高
野
山
に
●
b
、
「
野
山
櫨
頭
語
」
セ
作
り
朝
H
新
聞

に
載
す
、

七
月
「
懐
徳
堂
考
」
上
下
二
怨
成
る
、
（
四
十
三
年
よ
り
四
十

四
年
に
渉
り
朝
H
新
聞
に
登
載
し
、
後
こ
れ
を
印
行
す
、
四

+
―
―
―
年
三
月
上
怨
成

b
、
四
十
四
年
七
月
下
窓
成
る
）

十
月
十
五
H‘

懐
徳
堂
師
儘
諸
先
生
公
祭
セ
執
行
し
、
「
國

民
逍
樹
の
大
本
」
を
演
講
す
、
先
生
品
の
時
委
員
長
た
b
、

尋
で
懐
穏
堂
記
念
會
を
起
し
．
其
の
財
圃
法
人
成
る
に
及

び
て
、
理
事
こ
な
る
、

四
十
三
、
四
雨
年
間
作
る
と
こ
み
の
文
二
十
一
篇
を
以
て

碩
園
文
稿
笹
―
―
と
す
、
中
に
「
景
社
同
約
」
仁
「
北
河
内
郡
戦

役
志
序
」
咽
送
山
内
愚
倦
滸
欧
洲
序
」
訪
「
古
慮
山
人
遣
稿

序
」
Jl
「
公
祭
懐
磁
堂
諸
先
生
き
叶
「
懐
徳
堂
印
譜
題
語
」

吠
ぁ
り
、

大
正
元
年
冠
先
生
年
四
十
入
歳

「
荘
厳
寺
山
碑
陰
記
」
、
「
三
島
氏
女
墓
硝
」
翡
「
従
六
位
動

五
等
柳
下
君
慕
石
銘
」
「
故
大
阪
府
知
事
西
村
君
銅
像
記
」

暉
「
決
死
隊
鐵
版
記
」
店
「
明
治
天
皇
諫
辟
厄
の
諸
文
を
作

る。

同
二
年
麟
先
生
年
四
十
九
歳

是
歳
以
後
大
阪
朝
H
新
聞
祉
の
組
務
局
員
ご
な
り
、
編
輯

事
務
に
干
興
せ
す
、
家
居
し
て
時
々
論
説
を
起
草
す
、

六
月
「
諄
本
琵
琶
記
」
を
著
は
す
、
（
載
せ
て
大
阪
朝
H
新
聞

紙
上
に
在
り
、
四
月
十
六
H
よ
b
起
り
六
月
二
十
H
に
至

b
て
止
む
）

七
月
秤
子
島
に
蹄
郷
｀
恩
師
前
田
豊
山
を
其
の
鳳
蕉
園
に

訪
ひ
、
函
丈
に
侍
す
る
こ
マ
」
一
週
日
に
し
て
蹄
る
、

九
月
二
H
前
田
豊
山
歿
す
、
享
年
八
十
三
、
先
生
「
嗚
呼
豊

J
O
 



山
先
生
」
の
一
文
を
作
る
、
｀

十
月
五
H‘

懐
徳
堂
記
念
講
演
會
に
於
て
「
本
會
の
宗
旨
」

を
演
講
す
、

元
年
二
年
雨
年
間
作
る
所
の
文
廿
四
篇
を
以
て
碩
園
文
稿

巻
四
こ
す
、
中
に
「
諄
本
琵
琶
記
序
」
屁
「
伊
丹
忠
魂
碑
記
屁

「
祭
豊
山
前
田
先
生
文
」
肛
「
文
之
和
肉
碑
銘
」
叶
あ
り
、

同
一
一
一
年
紅
先
生
年
五
十
歳

八
月
籾
山
衣
洲
、
士
屋
大
夢
ご
共
に
城
崎
に
滸
び
、
牧
仲
舒

の
病
を
訪
ひ
留
連
三
日
、
小
詩
十
首
を
賦
す
、

十
一
月
十
九
H‘

摘
河
大
演
習
賜
餐
に
列
す
、

是
歳
作
る
所
の
文
廿
四
篇
を
以
て
碩
園
文
稿
巻
五
マ
J

す、

中
に
「
木
村
耕
巖
碑
」
仁
「
武
石
浩
敦
幕
石
銘
」
「
欠
伸
居
士

嘉
銘
」
雌
「
大
演
習
賜
餐
記
」
吐
ぁ
り
、

同
四
年
立
先
生
年
五
十
一
歳

五
月
五
H
祉
氏
を
奉
じ
て
高
野
山
に
登
る
會
々
開
基
千

百
年
大
法
會
を
行
ふ
、
因
て
野
山
雑
詩
を
作
る
．

十
月
八
日
、
籾
山
衣
洲
の
華
甲
壽
筵
を
中
之
島
銀
水
棲
に

張
る
、

是
歳
作
る
所
の
文
二
十
一
篇
を
以
て
碩
園
文
稿
窓
六
マ
J

す

中
に
「
岡
文
一
郎
翁
腔
徳
記
」
「
左
偲
讃
考
序
」
戸
「
八
尾
忠

魂
碑
記

f
贈
従
五
位
安
井
逍
頓
安
井
逍
卜
紀
功
碑
屈
「
贈

靡
位
河
村
瑞
賢
紀
功
碑
」
嬰
即
位
大
證
頌
」
叶
あ
り
、

同
五
年
鱈
先
生
五
十
二
歳

六
月
梅
雨
．
磯
野
秋
渚
、
渡
邊
霞
亭
、
野
田
九
浦
さ
共
に
南

河
天
見
に
滸
び
、
杜
隅
を
聞
く
，

入
月
、
瑯
里
に
蹄
り
｀
前
田
豊
山
の
孫
女
琴
子
↓
ぜ
同
里
西

村
時
直
に
嫁
せ
し
む
、

九
月
、
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
學
講
師
を
嘱
託
せ
ら
れ
、

支
那
文
學
セ
搬
嘗
す
（
特
別
請
義
こ
作
詩
作
文
、
古
文
僻
類

纂
さ
を
講
す
）

十
月
十
五
日
，
懐
掘
堂
開
堂
式
を
欅
ぐ
、
「
懐
徳
堂
の
由
末

ご
照
末
」
を
演
講
す
、
爾
後
先
生
は
講
師
を
兼
ね
て
、
経
書

の
講
義
を
掬
嘗
す
、
（
初
め
、
経
子
簡
編
｀
後
孟
子
を
講
す
）

是
歳
作
る
所
の
文
二
十
二
首
を
以
て
、
碩
園
文
稿
巻
七
こ

す
、
中
に
「
鐵
砲
偲
末
紀
功
碑
炉
「
太
田
旗
隠
墓
感
に
「
重

襲
懐
徳
堂
上
梁
文
」
Jni
「
先
考
五
十
年
祭
告
文
胚
先
師
豊

1
0
1
――
 



山
先
生
告
文
」
同
「
原
田
十
次
郎
君
落
誌
—
ー
い
「
重
建
懐
徳
堂
．

安
位
開
堂
告
文
」
肝
あ

b‘

同

六

年

Er
先
生
年
五
十
―
―
一
歳

是
歳
作
る
所
の
文
十
九
篇
を
以
て
碩
園
文
稿
怨
入
ご
す
、

中
に
「
力
士
西
海
報
恩
碑
」
正
「
小
林
卓
齋
翁
祟
禍
銘
炉
「
懐

徳
堂
餌
址
碑
」
胚
あ
り
、

同
七
年
碩
先
生
年
五
十
四
歳

十
月
十
一

H
、
大
阪
朝
日
新
聞
祉
の
菱
動
に
よ

b
、
同
月

十
七

Hoo祉
編
輯
顧
問
ご
な
る
、

是
歳
作
る
所
の
文
中
「
薇
山
西
先
生
媒
表
」
だ
「
故
鹿
兒
島

市
會
議
長
染
川
君
碑
」
肪
「
故
衆
議
院
議
員
柚
木
君
碑
」
狂

「
菫
修
若
王
寺
池
記
」
あ
り
、

同
入
年
起
先
生
年
五
十
五
歳

五
月
七
H
、
親
友
籾
山
季
オ
（
名
は
逸
．
衣
洲
y
J

琥
す
）
歿

す
、
享
年
六
十
五
、

六
月
十
四

H
在
耽
滴
三
十
年
を
機
ご
し
て
朝
H
新
聞
祉
を

退
き
、
暫
時
客
員
こ
な
b
、
十
二
月
に
至
り
客
員
を
も
辟
す

七
、
八
雨
年
間
作
る
所
の
文
二
十
一
篇
を
以
て
碩
園
文
稿

巻
九
こ
す
‘
是
歳
作
る
所
の
文
中
「
吉
田
吉
兵
衛
記
念
碑
」

JJA
「
芝
尾
入
興
蔑
石
銘
」
圃
柿
本
定
観
墓
禍
」
叶
―
-
「
上
野

舟
木
村
襦
人
事
略
」
同
あ
り
、

是
歳
「
屈
原
賦
説
」
二
怨
を
著
は
す
冗
ら
一
半
は
翌
年
六
月
よ
り

九
月
に
百
可
藝
文
に
登
載
す
）

九
年
庫
先
生
年
五
十
六
歳

三
月
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
學
請
師
を
僻
す
、

五
月
二
十
六
日
、
文
學
博
士
の
學
位
を
受
く
．

七
月
島
津
公
爵
編
輯
所
編
纂
長
を
嘱
託
せ
ら
る
、

入
月
二
十
一
―
-
H
、
母
淡
子
J
J
自
八
十
一
回
誕
辰
壽
宴
を
開

，
 

＜
 

十
月
廿
七
H
、
高
沖
小
學
校
に
於
て
．
敢
育
勅
語
下
賜
一
―
―

十
年
記
念
こ
し
て
勅
語
を
宣
講
す
、

十
二
月
七
H
、
一
族
西
村
時
三
の
三
男
時
牧
（
明
治
二
十

六
年
十
月
十
五
H
生
）
を
以
て
養
嗣
子
マ
J

す、

是
歳
作
る
所
の
文
十
三
篇
を
以
て
碩
園
文
稿
巷
十
ご
す
、

中
に
「
正
六
位
上
野
君
墓
誌
銘
」
だ
「
故
判
事
吉
弘
君
路

石
銘
」
庫
池
原
翁
幕
硲
銘
」
胚
「
従
六
位
動
五
等
右
近
君

碑
銘
」
同
「
鵡
野
古
載
瘍
碑
」
同
，
五
山
板
天
間
天
到
解
版
」

同

1
0四



吐
ぁ
b
`

同
十
年
庁
先
生
年
五
十
七
歳

五
月
六
H‘

籾
山
衣
洲
大
詳
忌
に
諸
友
を
會
し
て
胞
事
を

修
し
、
追
悼
詩
五
章
を
賦
す
、

入
月
三
十
日
、
宮
内
省
御
用
掛
セ
仰
付
け
ら
る
、
（
救
任
待

遇
）
専
ら
制
詰
セ
司
を
爾
後
労
ら
宮
内
省
同
僚
の
た
め
に

論
語
を
、
島
津
公
爵
嗣
子
忠
秀
の
た
め
に
孝
経
及
び
日
本

外
史
を
、
島
津
公
爵
家
職
員
の
総
に
崩
鑑
セ
請
す
．

十
月
東
京
在
原
郡
大
崎
町
字
下
大
崎
二
三
四
に
移
居
す
、

是
歳
作
る
所
の
文
十
九
篇
を
以
て
、
碩
園
文
稿
巷
十
一
ご

す
、
中
に
「
元
帥
海
軍
大
賠
伊
集
院
公
菓
誌
」
尼
「
雲
松
碑
」

圧
籾
山
衣
洲
慕
表
」
庫
「
貴
族
院
議
員
高
崎
打
墓
碑
銘
」
い

ぁ
b
、

同
十
一
年
疇
先
生
年
五
十
入
歳

九
月
七
H
、
東
披
赤
壁
派
後
第
十
四
次
こ
す
、
因
て
圃
人

ご
共
に
品
川
海
棲
に
償
酒
し
詩
を
賦
す
、

十
一
月
二
十
五
日
先
生
の
父
執
小
牧
櫻
泉
（
名
は
晶
業
、
字

は
偉
卿
）
歿
す
，
享
年
八
十
、
先
生
「
小
牧
先
生
」
の
一
文
を

10~ 

作
り
報
上
に
載
す
。

是
歳
作
る
所
の
文
二
十
二
篇
を
以
て
碩
園
文
稿
巻
十
二
ご

す
、
中
に
孟
山
縣
公
墓
志
」
正
「
正
七
位
岡
島
右
募
刷
銘
仁

「
前
田
君
開
渠
記
功
碑
庭
「
三
島
開
墾
紀
恩
碑
」
厄
「
陸
軍

中
荊
男
爵
伊
瀬
知
君
募
志
」
「
正
三
位
勁
一
等
文
學
博
士
小

牧
先
生
募
誌
」
吐
ぁ
り
、

同
十
二
年
繹
先
生
年
五
十
九
歳

三
月
一

EJ
机
歌
山
縣
紀
見
村
、
岡
寛
治
長
女
泰
子
（
明
治
三

十
七
年
九
月
九
H
生
）
を
養
女
マ
J

す`

九
月
二
十
H
、
正
五
位
に
叙
せ
ら
る
、

斯
文
會
評
議
員
大
東
文
化
學
院
講
師
マ
J

な
る
、

某
會
に
於
て
「
精
牌
振
作
の
詔
書
を
枠
讀
し
て
」
を
講
演
す

是
歳
作
る
作
の
文
三
十
二
篇
を
以
て
碩
園
文
稿
怨
十
一
―
―
マ
J

す
、
蓋
し
文
稿
之
を
以
て
終
る
、
中
に
「
伏
見
貞
愛
親
王

翠

ご

陸

軍

大

喜

羹

誓

」

夏

田

喜

衛

門

君

墓

禍

銘
」
ー
適
齋
高
野
先
生
墓
誌
銘
」
ぶ
雷
氏
先
稔
碑
」
冠
「
校

列
論
語
義
疏
序
」
戸
「
景
印
延
徳
本
大
學
販
い
「
大
阪
木
綿

業
記
念
碑
屁
「
豊

iIi前
田
先
生
紀
徳
碑
」
仄
「
如
竹
散
人
遺



徳
碑
」
同
あ
り
畜

同
害
一
年
ぴ
先
生
年
六
十
歳

一
月
十
日
．
御
講
書
控
セ
命
せ
ら
る
、

五
月
十
一
日
疾
に
逍
ふ
、
七
月
廿
九
H
肺
炎
．
紳
経
衰
弱

及
び
尿
蒋
症
を
併
登
し
危
篤
に
陥
る
、
同
月
一
―

-+H、
特
旨

を
以
て
従
四
位
に
陸
り
動
四
等
に
叙
し
、
瑞
賓
章
を
賜
は

る
、
是
日
歿
す
、
越
わ
て
一
―
-
H
火
化
、
尋
で
八
月
十
H
遺
骨

を
懐
徳
堂
に
祭

b
、
後
大
阪
阿
倍
野
榮
域
に
葬
る
、

本

堂

記

事

,
J
J
J
£
,
H
」,',＇，＇
"
J
,
'
,
'
,
＇JJ
J
J
J
,
J
,
'
,
'
J
,
＇し
L,’','
し，，＇，＇
L
＇，＇，
'
J
"
k」
F
S
`

記
念
祭
典
昭
和
一
1

一
年
十
月
六
H
記
念
祭
典
執
行
｀
文
學

博
士
内
藤
虎
次
郎
先
生
の
ぶ
早
學
威
の
史
學
」
マ
J

題
す
る
講
演

ぁ
b
o
放
授
就
任
豫
て
本
堂
放
授
に
大
阪
高
等
學
校
教
授
文
學

士
財
津
愛
象
先
生
セ
迎
ふ
べ
く
交
渉
中
の
マ
J

こ
ろ
、
昭
和
四

年
＿
＿
＿
月
入
H
正
式
に
就
任
の
承
諾
を
得
た
り
。

財
沖
数
授
披
露
宴
四
月
七
H
堂
友
會
員
並
に
聴
講
生
セ

請
待
し
、
財
津
敢
授
披
露
宴
を
北
演
風
月
堂
に
催
す
。

水
曜
講
義
復
活
松
山
放
授
、
租
束
請
師
逝
去
に
よ
b
水

曜
の
講
義
を
中
止
し
た
る
が
、
財
律
放
授
就
任
<
J

同
時
に
大

阪
高
等
學
校
放
授
文
學
博
士
秋
月
胤
眼
先
生
を
請
師
に
聘
し

四
月
十
七
H
の
水
眼
よ
り
左
の
講
義
を
開
始
す
。

大
學
（
秋
月
博
士
）
王
夢
曾
中
國
文
學
史
（
財
津
数
授
）

侍
従
御
差
遣
理
上
陛
下
大
阪
行
幸
に
際
し
、
六
月
四

H

午
後
二
時
四
十
分
畏
く
も
甘
露
寺
侍
従
を
本
堂
に
御
差
逍
相

成
り
．
親
し
く
本
堂
の
事
業
に
つ
き
聴
取
せ
ら
れ
た
り
°
是

の
H
小
倉
理
事
長
、
今
井
、
木
間
瀬
雨
理
事
、
野
々
村
評
議
員
、

岡
野
幹
事
、
財
津
敢
授
、
吉
田
助
敢
授
、
林
請
師
、
堂
友
會
員
、

聴
請
生
等
御
出
迎
へ
申
上
げ
、
小
倉
理
事
長
先
導
休
憩
室
（
南

小
講
堂
）
に
御
案
内
＂
こ
の
時
侍
従
よ
り
小
倉
理
事
長
に
封
し

理
旨
の
偲
逹
あ
り
、
小
倉
理
事
長
謹
ん
で
御
證
言
上
の
後
財

津
数
授
よ
り
本
堂
沿
革
及
び
事
業
の
概
要
を
御
説
朋
申
上
ぐ

そ
れ
よ

b
今
井
理
事
の
先
導
に
て
大
講
堂
に
御
案
内
隙
列
の

山
階
宮
晃
親
王
殿
下
御
下
賜
小
刀
、
白
鹿
洞
褐
示
‘
懐
徳
堂
内

事
記
両
四
外
事
記
、
同
建
立
記
t

草
茅
危
言
壁
書
二
枚
、
竹
山

服
軒
粛
像
に
つ
き
御
説
明
申
上
げ
記
念
撮
影
の
後
三
時
十
分

1
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